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緒　　言　
「女性は受戒／按手（ordination）を受けられるか」

という問いは、ある宗教における異性愛的家父長制の影
響を計る上で欠くべからざるものである。先行研究にお
いて、タイの上座部仏教における公認の女性聖職者を
求める比丘尼サンガ復興運動の本格化は、タンマナン
ター比丘尼が指導的役割を担う 1990 年代以降のことで
あると見られているが、一方、タイのプロテスタント
最大教派であるタイ・キリスト教団（Church of Christ 

in Thailand、以下 CCT）において女性牧師の按手が開
始されたのは 1960 年代であった 1）。それだけでなく、
ジョン・Ｃ・イングランドによっても示されているよう
に、女性神学者であるプラカイ・ノンタワシー（Prakai 

Nontawasee）が 1970 年代より早くもタイを代表する
神学校（現パヤップ大学マクギルバリー神学校、以下
MCD）において指導的役割を与えられたのは何故なの
であろうか 2）。第二次世界大戦以後の脱植民地化の動き
を背景に形成された第三世界神学者エキュメニカル協
議会（EATWOT）、アジア・キリスト教協議会（CCA）
に女性部門が整備され、男性キリスト者による検閲を
受けない表現、思想の分かち合いの場として In God’s 

Image 誌が創刊された 1980 年代以降においては、「ア
ジアの女性たちの神学」（Asian womenʼs theologies）
と呼ばれる試みが本格的に展開されるようになった。し
かしながら、東南アジアにおいて唯一植民地支配を受け
た歴史を持たないタイと、アジア諸国に対する侵略の歴
史を持つ日本においては、女性キリスト者の理論や実践
に関する研究が例外的に少ないこと 3）、19 世紀末期か
ら長きにわたってアメリカ長老派教会の宣教師たちが教
会に対する影響力を維持してために神学研究を志すタイ
のキリスト者はアメリカで博士号を取得する傾向が強い
ことなどから、タイのプロテスタント教会における女性
の宗教的地位に関する研究は十分に行われてこなかっ
た。

方　　法
この研究では、プロテスタント信仰の中心地であるタ

イ北部にて神学教育に携わり、アジア諸国の女性キリス
ト者たちとの分かち合いを目的として共通語としての
英語による記述を行ってきた 3 名の女性神学者を取り
上げた。先行研究においてタイの女性神学者の代表的
存在とされるノンタワシーについては 1970 年代後半か
ら 1990 年代にかけて発表された論攷を収集・分析した。
現在はメトロポリタン州立大学にて宗教学とエスニック
スタディースを教えているナンタワン・ブーンプラサー
ト – ルイス（Nantawan Boonprasat Lewis）については、
資料数の多さから 1980 年代に発表された 3 本の論攷の
みを取り上げた。現在の MCD にて牧会カウンセリング
を講じる現在のタイの代表的な女性牧師であるチュリー
パン・スィーソントーン（Chuleepran Srisoontorn）
については、1990 年代半ばに著された博士論文を資料
とした。周辺研究として、チェンマイ大学社会学部女性
学研究センターにて収集した資料をもとに、特に 1970

年代のタイの女性運動（フェミニズム）の展開について
考察した。助成期間中の 2 度の渡航では、主としてスィー
ソントーンの活動に同行して、教会、学校、留置所、孤
児院などを訪れ、主として女性キリスト者たちからの聞
き取りを行った。

結　　果
そこから得られた結果は、この研究の着眼点が、アメ

リカのフェミニスト神学が初期においてカトリック教会
における女性司祭の問題を熱心に取り上げたことを背景
とする類推や、聖職者に対するエリート主義的な思い込
みをタイ北部の「女性神学者」に読み込む可能性があっ
たことを明らかに示すものであった。

1.  プラカイ・ノンタワシー
1926 年にチェンマイ県の有力で裕福なキリスト者の
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家庭に生まれたノンタワシーは、チュラロンコーン大学
を卒業後、シカゴのマコーミック神学校に留学し、キ
リスト教教育の修士号を取得した。帰国後の彼女は、
MCD にて教員を務めるとともに、CCT、CCA、世界教
会協議会（WCC）においても活躍し、優れたリーダー
シップを発揮した人物である。彼女は厳密には按手を
受けていないと考えられているが、キリスト教教育者

（Christian educator）として尽力し、1970 年代以降の
エキュメニカル運動において初めて国際的発言力を持っ
たタイ人女性キリスト者であったと言える。彼女の論攷
においては、EATWOT 女性委員会によって提唱されて
いる「物語を聞き取ること」「社会的分析」「神学的考察」
という学際的プロセスが早くも実践されていたことを確
認できた。

2.  ナンタワン・ブーンプラサート–ルイス
パヤオ県の仏教徒の家庭に生まれたブーンプラサート

– ルイスは、タイ人の女性神学者として最も頻繁に言及
される人物であり、タイ人として初めてプリンストン神
学校にて博士号を取得した女性キリスト者である。彼女
は帰国後に MCD の教員となるが、男性教員からの強い
反発を受けて間もなく退職し、1980 年代にアメリカに
移住していた。同時期の彼女の論攷では、「アジアの女
性たちの神学」がステレオタイプな性役割が支配的な社
会おいて低い自己評価や無力感に苦しんでいる女性たち
の霊的な癒しを探求し、「解放」「十全な人間の尊厳」を
目指すものであることが示された。彼女は、アジア諸
国における急速な変化によって女性たちが教育や職業
訓練を受けるようになり、従来男性たちのものとされて
きた様々な性質を身につけるようになってきたことに注
目するとともに、不公平な開発、資本主義、家父長制
がそのような機会を十分に得ることのできなかった女性
たちの労働に対する悪質な搾取につながってきたことに
ついて、特にセックスツーリズムを例として批判してい
る。聞き取りによれば、ブーンプラサートもまた教会に
おいて牧師として奉仕する経験を持たず、研究者、学者

（scholar）としての性格を強く示す女性神学者であるこ
とが分かった。

3.  チュリーパン・スィーソントーン
同じく仏教徒の家庭に生まれ、ブーンプラサート – ル

イスの後輩であったスィーソントーンは、CCT にて按
手を受けた牧師（pastor）であり、ボストン大学にて実

践神学を学んだ神学博士である。彼女の初期思想におい
ては、改宗者の獲得を目的とした 19 世紀の宣教師によ
るエヴァンジェリズムがタイ北部の文化と共同体を否定
したこと、それが現代のタイの牧師と信徒との間にさま
ざまな意味においての距離（隔たり）を生じさせている
ことが批判された。彼女は留学中、アメリカのキリスト
教のあり方を極めて個人主義的と感じたことをきっかけ
に、タイ北部の文脈化神学の必要性を意識するに至った。
彼女によれば、近年、牧会ケア（pastoral care）の担い
手は牧師個人に限定されず、キリスト者の共同体そのも
のが担うようになってきており、ケアの与え手と受け手
はますますタテ型からヨコ型へと移行しつつある。しか
し、現在でも尚、そのようなリベラルで精力的な活動を
行う女性牧師は、男性キリスト者の保守的なリーダーた
ちからの反感を買うことも決して少なくないことが現地
において観察された。

考　　察
現地を繰り返し訪れるなかで明らかとなってきたの

は、タイ北部の女性キリスト者たちにおいて女性牧師の
按手はさほど大きな問題として捉えられておらず、むし
ろ、「按手を受けているか否か」にかかわらず、牧師と
信徒がそれぞれの召命感に基づき、さまざまな形で具体
的な奉仕を行っていることこそが重要視される傾向があ
るということである。宣教初期において、アメリカ長老
派の宣教師たちがアジア諸国と比較して自由で、健康
で、活発であったタイ北部の女性たちに驚き、改宗者の
女性たちを教育して「教師」を養成したことなどを背景
として、プロテスタント教会においては女性が神学校の
教員となることはさほど抵抗なく受け入れられているよ
うである。しかし、神学校の外においてリーダーシップ
を発揮することが容認されるのは、その者が有力な家庭
や階級の生まれである場合に限られるという傾向は否め
ない。興味深く感じられるのは、タイの女性学研究にお
いてその社会と文化が行動志向（action-oriented）であ
ることを理由として、1970 年代以降のタイのフェミニ
ズムもまた実践レベルにおいて容易く見出され得るとさ
れていることと、タイ北部の女性キリスト者たちが具体
的な奉仕の働きを重視する傾向との間に見られる類似で
ある 4）。プロテスタント教会における女性の宗教的地位
を研究するにあたって「按手」の問題は一つの鍵とな
る重要な概念であるが、今後もタイ北部を事例とする研
究に取り組むにあたっては、牧師と信徒の双方を含む意
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味での「ミニストリーにかかわる女性キリスト者たち」
（Christian women in ministry）に広く注目していく必
要があるだろう。

要　　約
この研究では、タイ北部のプロテスタント教会におけ

る女性の宗教的地位について考察するために、プロテ
スタント最大教派であるタイ・キリスト教団（Church 

of Christ in Thailand）、パヤップ大学マクギルバリー
神学校の位置するチェンマイにおいて、1970 年代以降
のエキュメニカル運動や「アジアの女性たちの神学」の
試みを背景として英語で記述されたプラカイ・ノンタワ
シー、ナンタワン・ブーンプラサート – ルイス、チュ
リーパン・スィーソントーンの論攷を収集・分析するこ
とにより、彼女たちの思想が「物語を聞き取ること」「社
会的分析」「神学的考察」という学際的プロセスによっ
て自らの文脈からアジア諸国の女性を取り巻く状況を見
つめるものであることを確認した。現在のタイを代表す
る女性牧師の協力により、学校、留置所、孤児院などに
おける活動に同行する機会を得て、主として女性キリス
ト者たちから女性の宗教的地位に関する聞き取りを行う
なかで次第に明らかとなってきたのは、タイ社会におい
て宗教的マイノリティとして生きる彼女たちにおいては

「按手を受けているか否か」ということよりもむしろ、
牧師と信徒との別を問わずにキリスト教信仰に基づくさ
まざまな場における奉仕の実際的な働きに関心が向けら
れているということである。
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